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11.集計半径を変更するには 

メニューバーの[集計半径]をクリックして、 

表示された任意の距離を選択すると直ちに 

その距離を集計半径にして再集計します。 

 

■ 任意の半径で集計するには 

 メニューバーの[集計半径]→[任意の半径]の 

   順に選択すると、[集計円の半径設定]画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半径設定ボックス ① 任意の数値を入力します。または、 

② プルダウンリストから数値を選びます。 

変更 半径を変更した場合、必ずクリックします。 

集計ﾒｯｼｭの変更 集計メッシュの変更画面が開きます。 

キャンセル 変更せずに、画面を閉じます。 

実行 画面を閉じ、変更した半径で再集計します。 

 

   

半径設定ボックス 

変更 

集計ﾒｯｼｭの変更 

キャンセル 

実行 
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■ 条件を満たす範囲で集計するには 

メニューバーの[集計半径]→[条件を満たす範囲]の 

順に選択すると、[条件を満たす範囲]画面が開きます。 

 

 １．人口もしくは世帯数を選択し、右のボックスに 

  数値を入力してください。 

   または、プルダウンリストから選択することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．[計算実行]をクリックしてください。 

４．画面下部に、入力した 

条件を満たす範囲と、 

その場合の集計値が 

   表示されます。 

   （100ｍ単位で計算されます） 

５．表示された結果の範囲に 

   集計半径を合わせる場合は、 

   [集計半径を結果に合わせて閉じる]を 

   クリックしてください。 

   [キャンセル]をクリックすると、 

   集計半径は変更されません。 
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12.集計メッシュを変更するには 

 

  メニューバーの[集計メッシュ]から 

変更することができます。 

 

  または、上部表示部のメッシュボタンをクリックすることでも 

  変更できます。 

 

 

 

集計メッシュは、次数が大きいほど高精度に集計されますが、 

計算時間は長くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例＞集計半径 3kmの時の３次メッシュと４次メッシュの違い 

３次メッシュ ４次メッシュ 
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13.グリッド画面の表示を変更するには 

 メニューバーで[グリッド表示]を選択すると 

 グリッド画面に表示する項目を変更する 

 ことができます。 

  

 名称の左に、✔のついた項目がグリッド画面に 

表示されている項目です。 

 同じ項目を再度クリックすると、✔が消え、 

グリッド画面での表示が消えます。 

 

 

 [行動ベクトル] 

 行動ベクトルとは、各メッシュの中心点に住む人々が購買行動を 

 する際に、向かうと推定できる方向をモデル化した、 

ソルブ社オリジナルの指標です。 

 実際の聞き取り調査等に基づくものではありません。 

（作成方法は開示できませんので、ご了承ください。） 

 

 ※行動ベクトルは、点を基準として線が伸びている方向へ人々が向かっている事を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動ベクトル表示例 
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 [スケール円] 

 多重円を表示することができます。 

 また、その表示形式は、「スケール円を任意に設定する」、 

「自動で表示する（右上にｋｍ）」「自動で表示する（右下にｋｍ）」から 

選択することが可能です。 

「スケール円を任意に設定する」をクリックすると、以下の画面が 

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

描画 描画する場合、☑を入れます。 

半径（ｋｍ） 
スケール円の半径を設定します。 

直接数値を入力することもできます。 

色 スケール円の色を設定します。 

太さ スケール円の太さを設定します。 

半径の表示 スケール円の半径の表示位置を設定します。 

描画 設定されたスケール円をグリッド画面に描画します。 

閉じる 
画面を閉じます（変更された設定はグリッド画面に描

画されます）。 

描画しないで閉じる 
変更された設定をグリッド画面に描画せずに、画面

を閉じます。 

描画 半径（ｋｍ） 色 太さ 半径の表示 

描画/閉じる/ 

描画しないで閉じる 
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スケール円 表示例 

半径：0.25km、0.5km、1km、 

 1.5km、2km、2.5km 

右上に半径を表示した場合 
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14.地点の検索をするには 

上部表示部の［地点の検索］ボタンを 

クリックすると、 検索画面が開きます。 

地点の検索には、（A）と（B）の２種類があり、自由に切り替えられます。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  

 

 

 ①[検索方法]    検索する方法を選択します。 

 ②[地点の検索(Ｂ)に切替]    地点の検索(Ｂ)に切り替えます。 

 ③[コピー]    検索結果をコピーします。 

 ④[【地点の編集】をおこなう]  検索結果を地点リストに追加します。 

      （詳しくは 57ページ） 

 ⑤［選択地点にグリッド画面を移動］ 検索結果から選択した地点に、グリッド画面を 

      移動します。 

 ⑥［キャンセル］    地点を移動せずに、［地点の検索］画面を閉じます。 

地点の検索（Ａ） 

① 

② 

③ ④ ⑤ ⑥ 
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(１)住所のキーワード検索 

住所・地名のキーワードから検索します。 

 

①［地名キーワードの入力］の欄に、 

キーワードを入力し、［検索］を 

クリックします。 

②入力されたキーワードを含む、 

全ての住所が検索、表示されます。 

③検索結果から地点を選択すると、 

その地点の周辺の地図を表示します。 

 

(※１度に検索できる上限である 3000件を超えた分は、表示されません。) 

 

 

(２)住所の絞りこみ検索 

住所を、「都道府県」から順番に絞りこんで検索します。 

 

①住所を［都道府県］から順番に 

選択します。 

 

②別の住所を検索する場合は、 

[直前に戻る]をクリックしてください。 

 

③選択された地点の周辺の地図を 

表示します。 

 

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 
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(３)目標物の絞りこみ検索 

目標物を、「都道府県」から順番に絞りこんで検索します。 

 

①[検索範囲]を選択します。 

[都道府県]のボックスから、検索する 

都道府県を選択してください。 

(何も選択しない場合、検索範囲は 

全国になります。) 

また、現在集計している地点の 

周辺を検索する場合は、[現在の 

中心からの距離で検索する]に 

チェックをし、下のボックスから、検索する範囲を選択してください。 

②目標物を、ジャンルから選択します。 

③[１つ前の分類に戻る]をクリックすると、１つ前の分類に戻ります。 

④選択された地点の周辺の地図を表示します。 

 

 

 

例） 

右の図は、 

検索範囲から[東京都]を選び、 

ジャンルから[鉄道駅]→[ＪＲ駅]→ 

[ＪＲ京浜東北線]を選択して検索し、 

[赤羽駅]を選択した状態です。 

 

 

① 

② 

④ 

③ 



 50 

⑪ 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑩ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① 左上段［検索ジャンルの選択］欄で、地名･施設の種類を選択します。 

② すると右最上段で条件１が選択できるようになります。 

③ も同様です。さらに条件を絞り込みます。 

 

 

 

地点の検索（Ｂ） 
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④ さらに詳しい地名や施設名があれば書き込みます。 

例）①で［公共施設］を選択、②で［都道府県庁］を選択し、 

   ③で［東京都新宿区西新宿］を選択して、④に［東京都庁］と 

   書き込みました。 

 

 

 

 

 

 
  

⑤ ［検索］ボタンをクリックすると、下段の［検索された地点］(⑦)に、 

条件に当てはまる地点名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 
  

 表示された項目のどれかをクリックさせて色を反転させた後、 

 ［選択地点へ移動］ボタン(⑩)をクリックすると、グリッド画面に、 

選択された地点を中心とした地図を表示します。 

［キャンセル］ボタン(⑪)をクリックすると、［地点の検索］画面が閉じます。 

また、①・②・③は選択しなくても、④に地点名を入力するだけでも、 

検索は可能です。 

 



 52 

また、［現在の中心からの距離で検索する］(⑥)の横のボックスをクリック 

して☑を入れ、下のプルダウンリストから距離を選択することで、 

現在地点の周辺の検索もできます。 

 

 

 

このとき、検索ジャンルが選択されていないと、 

検索に時間がかかる場合があります。 

［コピー］ボタン(⑧)をクリックすると、検索された地点のリストが 

コピーされます。 

 

 

 

 

 

 

 

［地点の編集］ボタン(⑨)をクリックすると、 

検索された地点を、地点リストに追加することができます。 

（詳しくは 57ページ） 

 

[地点の検索(Ｂ)に切替]（⑫）をクリックすると、地点の検索(Ｂ)に 

切り替えます。 
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①  

⑦ 

15.地点の編集をするには 

 上部表示部の［地点の編集］を 

 クリックすると、｢地点の編集｣画面が現れます。 

 ここでは地点リストの作成や描画方法の変更、及び保存を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①［地点情報の編集］ 

現在の地点の情報が座標で表示されています。 

｢名称｣→この地点に名称をつける事ができます。 

｢地点区分｣→この地点の区分を選択します。 

｢コメント｣→任意のメモを書き込めます。 

［現在地点を表示］ボタンをクリックすると、現在地点が表示されます 

 

②［追加変更］ボタンをクリックすると、右側の［地点リスト］欄(③)に 

 現在の地点が登録されます。 

 

 

また、登録された地点が複数ある場合、［地点リスト］欄の中のどれかを 

クリックすると、［地点の編集］欄でその地点を編集できます。 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑧ 
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④地点リストから任意の地点をクリックして選択された状態にした時、 

［選択地点の削除］をクリックするとその地点をリストから削除できます。 

［選択地点へ移動］をクリックすると選択された地点へグリッド画面が 

移動します。 

 

 

 

 

 

⑤［地点区分の表示設定］ 

任意で地点を最大６つに区分し、 

そのグリッド画面上での描画方法を 

設定できます。 

 

 
 

｢地点区分｣→［地点リスト］欄(③)と対応しており、 

１が青、２が赤、３が緑、４が黄色、５が黒、６が紫で表示されます。 

｢マークと描画｣→グリッド画面にその区分地点の図形を描画するか 

どうかを設定できます。クリックして✔を外すと、その区分地点は 

グリッド画面に描画されません。 

｢円の半径（km）と描画｣→その区分地点を中心とした円の描画を 

設定できます。クリックして✔を入れると、設定された半径の円を 

斜線入りで描画します。 

（半径は直接任意の数値を入力することもできます） 
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「マークの大きさ」→グリッド画面上に表示されるマークの大きさを 

大/小から選んで設定できます。 

｢No.の表示｣→地点リストの No.について、グリッド画面上への 

表示/非表示を設定できます。 

「名称の表示」→地点リストの名称について、グリッド画面上への 

表示/非表示を設定できます。 

 

⑥［地点ファイルの読み込み］ 

保存されている地点ファイルを読み込みます。 

 その際に表示されている地点リストは、すでに［地点リスト］欄(③)にある 

 リストに追加されることなく、上書きされます。 

 

 

 

 

右図は、以下のような表示設定で 

描画したものです。 

  区分１：半径 2ｋｍ 

  区分２：半径 1ｋｍ 

  区分３：半径 3ｋｍ 
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⑦［地点リストの集計］ 

 地点リストに登録された地点を、地点区分別に集計します。 

 

 「集計半径」を選択し、 

 「集計」をクリックすると、 

 「件数」の欄に集計結果が 

 表示されます。 

 

 「コピー」をクリックすると集計結果をコピーします。 

 

⑧［検索地点の追加］ 

［地点の検索］画面から[地点の編集]画面を開いた場合（44 ページ参照）、

検索された地点を、地点リストに追加することができます。 

このとき、地点区分を選択することができます。 

  

 

 

 

 

⑨［保存］    地点リストを保存します。 

 ⑩［全地点の削除］    地点リスト上の全地点を削除します。 

 ⑪［閉じる］    地点の編集を終了します。 
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16.多角形集計をするには 

  

 

上部表示部の［多角形集計］の横のボックスをクリックし、青い●を 

 表示させると、多角形集計を行えます。 

 ［新規作成］ 

 新しく多角形を作成します。 

 ［ファイルの読み込み］ 

 保存してある多角形を読み込みます。 

 ［キャンセル］ 

 多角形集計を中止します。 

※統計てきめん２プレミアを起動してから初めて

新規作成を選択した時のみ、作成方法の画面が現れます。   

 

多角形の作成方法  

（１） 一筆書きの要領で、多角形の頂点となる地点を順次クリック 

してください。 

（２） 最後の頂点まできたら、ダブルクリックで作成を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

※必ず中心点が多角形の内側に入るようにして作成してください。 
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作成が完了すると、右のような表示がでます。 

［はい］をクリックすると、多角形を保存します。 

［いいえ］をクリックした場合、保存はされません。 

 

 

［はい］をクリックすると次の画面が現れます。 

 

 

 

 

保存するファイルを選んで、保存してください。 

保存したファイルは、［ファイルの読み込み］で読み込むことが 

できます 
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17.メモ機能について 

 本ソフトウェアを起動している間は、メモ機能が使えます。 

 上部表示部で、 

 [メモ]ボタンをクリックすると 

 [集計値のメモ]画面が開きます。 

[集計値の追加] 

  このボタンをクリックすると、 

現在、集計画面にある集計値を 

このメモ画面に貼り付けることが 

できます。 

 

 

 

 

 

 

右図は、3ケ所の集計値をメモした例です。 

    [全列のコピー]  

全列の集計値をコピーできます。 

エクセルなどの表計算ソフトに貼り付けることができます。 

    [全列の削除] 

全列の集計値が削除されます。 

   [列の削除]  

選択されている列を削除します。 
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[座標の参照]  

選択された列がある場合に、その列に表記された 

位置座標に集計地点が移動します。 

[選択解除]    

選択状態を解除します。 

 

※メモ画面を開いた状態でも統計項目の変更はできます。 

※統計項目をひとつでも変更すると、次の画面のように、 

変更後の統計項目も同時に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※多角形集計での集計値をメモすると、｢集計半径(ｍ)｣は 

｢多角形｣と表示されます。 
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18.ひとつのメッシュの詳細情報を見るには 

「Ctrl」キーを押しながら、グリッド画面でメッシュを左クリックすると、 

そのメッシュについての、[メッシュの詳細]画面が開きます。 

これは、クリックされたメッシュの各統計値です。 

 

左上に、「按分率」とあるのは、 

集計するためにメッシュ値に掛ける値 

（面積按分の率）を指します。 

＞＞詳しくは資料集 5ページをご参照ください。 

 

また、統計項目名の最後尾に（W）が 

ついている項目は世界測地系、 

（J）がついている項目は日本測地系の 

メッシュデータです。 

 

 [コピー] 

  項目名と数値データをコピーします。 

 [年齢別人口] 

  詳細を表示しているメッシュ内の年齢別人口分析をします。 

  （年齢別人口分析について詳しくは 29ページ） 

 [拡大地図] 

  詳細を表示しているメッシュの拡大地図を表示します。 

  また、この機能は「Ctrl」キーと「Alt」キーを同時に押しながら 

  メッシュをクリックすることでも使えます。 

 

※年齢別人口と拡大地図を表示できるのは、３次・４次メッシュのみになります。 
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19.継続利用のお手続きについて 

本ソフトは、初起動時に充電していただいた期間を過ぎますと、 

利用できなくなります。 

継続してご利用いただくためには、 

ソフト電池（期間ライセンス）をご購入の上、 

充電していただく必要があります。 

 

 

メニューバーの[設定]から、 

[ソフト電池情報]をクリックしてください。 

右のような画面が現れます。 

[期間ライセンスのご購入]をクリックすると、 

お使いのブラウザが開き、ソフト電池の 

購入方法が記載されたソルブの 

ホームページ(右)が表示されます。 

 

ホームページにおいて、 

 

をクリックすると、 

ソフト電池を購入できるページになります。 

●ソフト電池の購入(ｸﾚｼﾞｯﾄ決済) 

●同、電話でご注文 

●同、銀行振込/代引き  

のいずれかをお選びください。 
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【著作権について】 

本マニュアルの著作権は、ソルブ社に帰属します。ソルブ社の許可なく、本マニュアル

の一部または全部を複製、頒布することを禁じます。 

 

■□■□  ご意見をお寄せください。 □■□■ 

 

本ソフトウェアの使い方や機能、データなどについて、ユーザー様のご意見

を募集しております。 

「こんな機能があったら良いのに」、「こんな使い方もできる」、「こういうものは

できないの？」といったアイデアなどがありましたら、ご一報ください。ソルブで

は、できる限りみなさまの意見を取り入れ、さらに良いソフトウェアにしたいと思

っております。 


